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日本頭頸部癌学会主催 第一回教育セミナーのご案内 

日本頭頸部癌学会 
教育委員会委員長 鎌田信悦 
 

日本頭頸部癌学会主催第一回教育セミナーを下記の要領で開催いたしますのでご案内申し

上げます。会場は第34回日本頭頸部癌学会会場と同じ京王プラザホテルです。受講を希望さ

れる方は、下記要領でお申し込み下さい。多数のご参加をお待ちしております。 

   

� 手術手技研究会は昨年の第30回をもちまして終了いたしました。これに代わるものとして

本教育セミナーが企画されました。頭頸部癌のすべての範囲を４年でカバーできるよう計画

しております。今回は総論に加え下咽頭癌と口腔癌をとりあげました。頭頸部癌の治療には

集学的医療が必須であることは今更言うまでもありません。厳選された講師陣に、頭頸部癌

の基礎から応用まで今日のエビデンスを分かりやすく解説していただきます。他科領域に及

ぶテーマを、画像やビデオを多用し解説する本セミナーは、どなたでも短時間で多くを学べ

るよう企画されております。ベテランの先生におかれましても有益な内容であるよう配慮い

たしました。奮ってご参加下さいますようお願いいたします。 

   

記 

 
   

1.日時:平成22年6月9日(水)10:00－17:15 (受付開始09：30) 

2.会場：京王プラザホテル 南館５階エミネンスホール 
〒160-8330 東京都新宿区西新宿2-2-1  Tel. 03-3344-0111（代表） 

http://www.keioplaza.co.jp/ 

3.内容:  裏面プログラムをご覧下さい。 
   テーマ１．頭頸部癌総論 

テーマ２．下咽頭癌 
テーマ３． 口腔癌 

   

4.受講料: 5,000円 「セミナー」と明記の上、下記口座にお振り込みください。 
郵便振替口座 00120-2-72710  日本頭頸部癌学会   

5.応募方法：下記ふたつの方法があります。原則として当日の受付はいたしません。 
1)HPからの事前登録：日本頭頸部癌学会HPあるいは第34回日本頭頸部癌学会HP 

から登録をお願い致します。 
2)裏面の申込用紙に必要事項をご記入の上, 学会事務局あてお送りください。 
3)申し込みの締切は平成22年5月30日(必着)です。早めにお申し込み下さい。 
4)参加資格：特に規定はありません。本学会未入会の方も医師以外の方も歓迎 

いたします。 

   



   

 6.受講証明書: 完全受講者のみにセミナー終了時に受講証明書を発行いたします。 
7.テキストは当日配布いたします。 

 

8.定員:300名   先着順に受付いたします。 

9.申込先:（HPからの参加登録は除く）〒135-0033  東京都江東区深川2-4-11 
一橋印刷(株)学会事務センター内、日本頭頸部癌学会 セミナー担当  宛 

TEL:03-5620-1953  FAX:03-5620-1960 

   

10. 講演テーマと講師 

 第 1 回教育セミナー演題 セミナー講師氏名（所属） 

10:00-12:00 
テーマ１．  
総論 

１）TNM 分類のための画像診断   尾尻博也 （慈恵・診断） 

２）頭頸部手術の基本手技（切開、止血、縫合、ドレ

ーンなど） 
朝蔭孝宏 （東大・耳） 

３）頚部郭清術（ビデオ） 吉本世一 （国がん中央・頭頸）

４）頭頸部がんの化学療法・化学放射線療法 五月女隆 （癌研・化療） 

13:00-15:00 
テーマ２．  
下咽頭癌 

１）切除術 I、 咽喉食摘 長谷川泰久（愛知がん・頭頸） 

２）切除術 II, 喉頭温存手術 林 隆一 （国がん東・頭頸） 

３）遊離空腸による再建術（合併症防止の工夫） 桜井裕之 （女子医・形成） 

４）化学放射線療法の適応と成績 久保田彰 （神奈川がん・頭頸）

15:15-17:15 
テーマ３．  
口腔癌 

１）口腔癌、前癌病変の診断と治療 小村 健 （東京医歯大・口外）

２）口腔癌切除術の適応と切除範囲 鬼塚哲郎 （静岡がん・頭頸） 

３）口腔癌再建法（軟部再建・下顎再建） 櫻庭 実 （国がん東・形成） 

４）小線源組織内照射法 吉村亮一 （東京医歯大・放） 

日本頭頸部癌学会主催 第一回教育セミナー参加申込用紙 

フリガナ  通信欄 
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�楷書にてご記入願います。   （コピー使用も可）  


